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第
Ｅ
節

規
制
の
枠
組
み

第
一
款

国
内
規
制

第
八
・
二
十
九
条

適
用
範
囲
及
び
定
義

１

こ
の
款
の
規
定
は
、
締
約
国
に
よ
る
措
置
で
あ
っ
て
、
次
の
事
項
に
影
響
を
及
ぼ
す
免
許
要
件
及
び
免
許
の
審
査

に
係
る
手
続
、
資
格
要
件
及
び
資
格
の
審
査
に
係
る
手
続
並
び
に
技
術
上
の
基
準
（
注
）
に
関
連
す
る
も
の
に
つ
い

て
適
用
す
る
。

注

こ
の
款
の
規
定
は
、
技
術
上
の
基
準
に
関
連
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
に
影
響
を
及
ぼ
す
措
置
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。

⒜

第
八
・
二
条
⒟
に
定
義
す
る
国
境
を
越
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易

⒝

第
八
・
二
条
⒤
に
定
義
す
る
設
立
又
は
同
条
⒫
に
定
義
す
る
運
営

⒞

第
八
・
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
っ
て
、
一
方
の
締
約
国
の
自
然
人
の
存
在
を
通
じ

て
他
方
の
締
約
国
の
領
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の

２

こ
の
款
の
規
定
は
、
次
に
規
定
す
る
措
置
に
よ
る
免
許
要
件
及
び
免
許
の
審
査
に
係
る
手
続
、
資
格
要
件
及
び
資

格
の
審
査
に
係
る
手
続
並
び
に
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

⒜

第
八
・
七
条
又
は
第
八
・
八
条
の
規
定
に
適
合
し
な
い
措
置
で
あ
っ
て
第
八
・
十
二
条
１
⒜
か
ら
⒞
ま
で
に
規

定
す
る
も
の
及
び
第
八
・
十
五
条
又
は
第
八
・
十
六
条
の
規
定
に
適
合
し
な
い
措
置
で
あ
っ
て
第
八
・
十
八
条
１

⒜
か
ら
⒞
ま
で
に
規
定
す
る
も
の

⒝

第
八
・
十
二
条
２
に
規
定
す
る
措
置
及
び
第
八
・
十
八
条
２
に
規
定
す
る
措
置

３

こ
の
款
の
規
定
の
適
用
上
、「
権
限
の
あ
る
当
局
」
と
は
、
中
央
、
地
域
若
し
く
は
地
方
の
政
府
若
し
く
は
公
的
機

関
又
は
中
央
、
地
域
若
し
く
は
地
方
の
政
府
若
し
く
は
公
的
機
関
に
よ
っ
て
委
任
さ
れ
た
権
限
を
行
使
す
る
非
政
府

機
関
で
あ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
（
設
立
を
通
じ
た
も
の
を
含
む
。）に
係
る
許
可
又
は
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
経
済
活

動
に
従
事
す
る
た
め
の
企
業
の
設
立
に
係
る
許
可
に
関
す
る
決
定
を
行
う
権
限
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

第
八
・
三
十
条

免
許
及
び
資
格
の
条
件

各
締
約
国
の
免
許
要
件
及
び
免
許
の
審
査
に
係
る
手
続
並
び
に
資
格
要
件
及
び
資
格
の
審
査
に
係
る
手
続
に
関
連
す

る
措
置
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。

⒜

明
確
性

⒝

客
観
性

⒞

透
明
性

⒟

事
前
の
公
の
利
用
可
能
性

⒠

利
用
の
容
易
性

第
八
・
三
十
一
条

免
許
及
び
資
格
の
審
査
に
係
る
手
続

１

免
許
及
び
資
格
の
審
査
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
及
び
事
前
に
公
表
さ
れ
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
申
請

が
客
観
的
か
つ
公
平
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
よ
う
な
も
の
と
す
る
。

２

免
許
及
び
資
格
の
審
査
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
簡
易
な
も
の
と
し
、
ま
た
、
当
該
手
続
自
体
が

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
又
は
他
の
経
済
活
動
の
遂
行
に
対
す
る
制
限
と
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
申
請
者
が
申
請
に
際
し

て
負
担
す
る
許
可
に
係
る
手
数
料
（
注
）
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
な
か
つ
透
明
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
、
当
該
手
数
料
自
体
が
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
又
は
他
の
経
済
活
動
の
遂
行
を
制
限
し
て
は
な
ら
な
い
。

注

許
可
に
係
る
手
数
料
は
、
天
然
資
源
の
利
用
料
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
入
札
そ
の
他
の
差
別
的
で
な
い
手
段
に
よ
る
特
許
の
付
与
の
た
め
の
支
払
及

び
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
の
強
制
的
な
負
担
を
含
ま
な
い
。

３

許
可
の
手
続
に
お
い
て
権
限
の
あ
る
当
局
が
用
い
る
手
続
及
び
権
限
の
あ
る
当
局
が
行
う
決
定
は
、
全
て
の
申
請

者
に
つ
い
て
公
平
な
も
の
と
す
る
。
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
独
立
し
た
態
様
で
決
定
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、

許
可
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
又
は
許
可
が
必
要
な
経
済
活
動
を
遂
行
す
る
者
に
対
し
て
利
害
を
有
す
べ

き
で
な
い
。

４

権
限
の
あ
る
当
局
は
、
申
請
を
提
出
す
る
た
め
の
一
定
の
期
間
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
申
請
者
に
対
し
、
申
請

を
提
出
す
る
た
め
の
合
理
的
な
期
間
を
認
め
る
。
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
申
請
の
審
査
を
不
当
に
遅
滞
す
る
こ
と
な

く
開
始
す
る
。
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
可
能
な
場
合
に
は
、
紙
の
様
式
に
よ
る
申
請
と
同
様
に
真
正
で
あ
る
と
の
条

件
に
基
づ
い
て
、
電
子
的
な
様
式
に
よ
る
申
請
を
受
理
す
べ
き
で
あ
る
。

５

権
限
の
あ
る
当
局
は
、
不
備
の
な
い
申
請
の
提
出
か
ら
合
理
的
な
期
間
内
に
、
最
終
的
な
決
定
を
含
む
当
該
申
請

の
審
査
を
完
了
す
る
。
各
締
約
国
は
、
申
請
の
審
査
の
た
め
の
指
標
と
な
る
日
程
を
定
め
る
よ
う
努
め
、
及
び
当
該

日
程
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
日
程
を
公
に
利
用
可
能
な
も
の
と
す
る
。

６

権
限
の
あ
る
当
局
は
、
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
申
請
を
受
領
し
た
後
合
理
的
な
期
間
内
に
、
申
請
者
に
そ
の
旨
を

通
知
し
、
並
び
に
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
、
当
該
申
請
を
完
全
な
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
追
加
の
情
報
を
特
定

し
、
及
び
不
備
を
補
正
す
る
機
会
を
与
え
る
。

７

権
限
の
あ
る
当
局
は
、
可
能
な
場
合
に
は
、
原
本
に
代
え
て
認
証
さ
れ
た
写
し
を
受
理
す
べ
き
で
あ
る
。

８

権
限
の
あ
る
当
局
は
、
申
請
者
に
よ
る
申
請
を
拒
否
す
る
場
合
に
は
、
当
該
申
請
者
に
対
し
、
原
則
と
し
て
書
面

に
よ
り
、
及
び
不
当
に
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。
当
該
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
ま
た
、
当
該
申

請
者
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
請
を
拒
否
し
た
理
由
及
び
そ
の
拒
否
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
の

日
程
を
当
該
申
請
者
に
通
知
す
る
。

９

権
限
の
あ
る
当
局
は
、
適
当
な
検
討
に
照
ら
し
て
申
請
者
が
許
可
の
取
得
の
た
め
の
条
件
を
満
た
す
と
認
め
る
場

合
に
は
、
速
や
か
に
許
可
を
与
え
る
。

10

権
限
の
あ
る
当
局
は
、
許
可
を
与
え
た
場
合
に
は
、
不
当
に
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
当
該
許
可
に
規
定
す
る
条
件
に

従
っ
て
当
該
許
可
の
効
力
が
生
ず
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

第
八
・
三
十
二
条

技
術
上
の
基
準

各
締
約
国
は
、
自
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
、
技
術
上
の
基
準
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
開
か
れ
た
、
か
つ
、

透
明
性
の
あ
る
手
続
を
通
じ
て
策
定
さ
れ
た
技
術
上
の
基
準
を
採
用
す
る
よ
う
奨
励
し
、
及
び
技
術
上
の
基
準
を
策
定

す
る
た
め
に
指
定
さ
れ
た
団
体
に
対
し
、
開
か
れ
た
、
か
つ
、
透
明
性
の
あ
る
手
続
を
利
用
す
る
よ
う
奨
励
す
る
。

第
二
款

一
般
に
適
用
さ
れ
る
規
定

第
八
・
三
十
三
条

一
般
に
適
用
さ
れ
る
措
置
の
実
施

１

各
締
約
国
は
、
一
般
に
適
用
さ
れ
る
全
て
の
措
置
で
あ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
が
合
理

的
、
客
観
的
及
び
公
平
な
態
様
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

２

１
の
規
定
は
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

⒜

措
置
の
う
ち
、
第
八
・
七
条
又
は
第
八
・
八
条
の
規
定
に
適
合
し
な
い
点
で
あ
っ
て
第
八
・
十
二
条
１
⒜
か
ら

⒞
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
及
び
第
八
・
十
五
条
又
は
第
八
・
十
六
条
の
規
定
に
適
合
し
な
い
点
で
あ
っ
て
第
八
・

十
八
条
１
⒜
か
ら
⒞
ま
で
に
規
定
す
る
も
の

⒝

第
八
・
十
二
条
２
に
規
定
す
る
措
置
及
び
第
八
・
十
八
条
２
に
規
定
す
る
措
置

第
八
・
三
十
四
条

行
政
上
の
決
定
に
関
す
る
審
査
手
続

１

各
締
約
国
は
、
次
の
事
項
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
政
上
の
決
定
に
つ
い
て
、
他
方
の
締
約
国
の
企
業
家
又
は
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
で
あ
っ
て
当
該
影
響
を
受
け
た
も
の
の
要
請
に
応
じ
、
司
法
裁
判
所
、
仲
裁
裁
判
所
若
し
く
は
行
政
裁
判

所
又
は
司
法
上
の
、
仲
裁
に
よ
る
若
し
く
は
行
政
上
の
手
続
で
あ
っ
て
、速
や
か
に
当
該
行
政
上
の
決
定
を
審
査
し
、

及
び
正
当
と
さ
れ
る
場
合
に
は
適
当
な
救
済
を
与
え
る
も
の
を
維
持
す
る
。

⒜

第
八
・
二
条
⒟
に
定
義
す
る
国
境
を
越
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易

⒝

第
八
・
二
条
⒤
に
定
義
す
る
設
立
又
は
同
条
⒫
に
定
義
す
る
運
営

⒞

第
八
・
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
っ
て
、
一
方
の
締
約
国
の
自
然
人
の
存
在
を
通
じ

て
他
方
の
締
約
国
の
領
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の

２

各
締
約
国
は
、
１
に
規
定
す
る
手
続
が
１
に
規
定
す
る
行
政
上
の
決
定
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
当
局
か
ら
独
立

し
た
も
の
で
な
い
場
合
に
は
、
当
該
手
続
に
お
い
て
実
際
に
客
観
的
か
つ
公
平
な
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す

る
。


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